


    
    


    




    急げメロン！
    メロンはほぼ半日走り続けヘトヘトであった。メロンは焦っていた。

今日の夕方までに早く王様の元に戻らなければ友人のアランディードロンは自分の身代わりとなって処刑されてしまうのだ。

「おお神よ、願わくば私の命と引き換えに日没前に王の元へ帰れるだけの気力と体力を与えたもうれ」

すると天からメロンの前にリングドーナツが降って来た。

（続く）
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